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当社は、信用金庫における情報化ニーズの多様化に対応するため、
信金東京共同事務センター事業組合の営業部門を分離した新会社として設立され、
昭和57年（1982年）2月26日に創立総会を開催、同年3月1日より営業を開始しました。

信金東京共同事務センターは、業界の総合力発揮と高度オンラ
イン・システムの共同利用による事務コストの低減を目的として、
昭和 46 年 4 月にわが国初の共同オンライン・バンキング・システ
ムとして稼働を開始し、今年で 10 年を経過することになった。

この間、わが国の経済情勢は高度成長から低成長へと著しく変
化し、信用金庫の経営環境も一段と厳しいものになってきた。信
金東京共同事務センター事業組合（以下事業組合という）では、
このような経営環境に即応して、新総合オンライン・システムの実
施、為替および普通預金オンライン提携への対応など東京・関東
甲信越地区信用金庫共同事務センターとしての役割りをはたすとと
もに、関連する COM（コンピュータ作成帳票のマイクロフィルム
化）、個別ソフトの開発・処理・企業自振関連処理、帳票等の共
同調製、機器の斡旋販売等各金庫の利便拡大と個別ニーズへの
対応をはかってきた。

一方、コンピュータ等エレクトロニクス分野での技術革新や電
気通信の高度化は最近急速に進展しており、その影響は社会ある
いは個人生活の分野にまで広がり、多彩な便益が提供されようと
している。信用金庫としても、今後、これらの成果をとり入れなが
ら営業店のオンライン業務面にとどまらず、本部等オフィス部門の
生産性向上をはかるなど事務関連コストの徹底的低減を追究する
必要がある。

事業組合では、かねて、このような情況と今後の動向に対処す
るため、東京共同事務センターにおける事業運営の合理化はどう
あるべきかについて、専門家の意見も参考に、種々検討を重ねて
きた。その結果、事業組合の事業のうち、COM 等の営業行為と
見做される関連業務は、組織上分離し、信用金庫を株主とする新
会社を設立して取扱うことの方向づけを得た。

上記経緯のもとに、株式会社しんきん情報サービスを設立し、
現行受託業務のほかにオンライン補完業務等のソフト開発と受託
処理、最新の OA（オフィスオートメーション）および端末機等の
情報提供、利用ソフト開発などにより広く各信用金庫の利便に資
するとともに、株主優待制度を採り入れて受託・斡旋・販売によ
る各株主信用金庫の経済的なメリットの拡大をはかることを目的と
するものである。

　当社は、令和４年（２０２２年）３月１日にお陰様を持ちまして設立４０周年を迎えることができました。これも偏に、
株主信用金庫、関連団体・会社、提携先の皆様の暖かいご支援お引き立ての賜物と深く感謝申しあげます。
　昭和５７年（１９８２年）３月１日、東京・沖縄および関東甲信越の全ての信用金庫を株主として、信用金庫の経営
効率化と利便性向上に資することを使命に設立された当社は、当初、母体の信金東京共同事務センター事業組
合から引き継いだ自振関連処理、ＣＯＭ・ＤＭ作製、オンライン関連帳票等の共同調製、受託処理ソフト・全国信
用金庫厚生年金基金システムの開発・運用等を主な事業としておりました。
　その後、自動機監視サービス・手形小切手発行・キャッシュカード発行・為替集中サービス等のアウトソーシン
グ業務、融資審査業務を支援する各種業務システムの開発・提供を新たに手掛けるなど事業の拡大を図り、株
主信用金庫のより一層の事務省力化・コスト低減に努めてまいりました。一方、今後の決済事業を俯瞰し、２０年
前より業界の収納代行会社を目指して、コンビニ収納サービス・ＭＭＫ窓口収納サービスやＱＲコード決済事業
者との提携によるスマホ決済等の決済関連サービスを創出し、業界外にも進出・展開した結果、売上高は５０億
円超を達成し、平成２３年（２０１１年）に１千店舗であったＭＭＫ設置店舗数は１０年後、全国４７都道府県に１万店
舗超となりました。
　また、株主信用金庫の重要業務委託先として、ガバナンス・ＢＣＰの観点から、平成１８年（２００６年）に第三者認
証制度であるプライバシーマークを業界に先駆けて取得するなど、リスク管理態勢の強化を推し進めるとともに、
時代の要請に適合するＩＣＴ能力、先見性、専門性強化のための専門資格取得者増や特許取得による戦力強化・
企業価値向上にも努めてまいりました。
　今後も当社は、設立原点を顧みつつ、株主信用金庫、関連・提携先、ＳＩＳ、社員の『よん重※１良し』を念頭に、より
一層の貢献と飛躍を目指し、多様化する株主信用金庫のニーズやＩＴ・社会環境の変化に即したサービス・システ
ムの創出、デジタルトランスフォーメーションの推進に邁進してまいります。また、コロナ禍時代に即したシステム・
サービスをタイムリーに提供できるよう奮励努力するとともに、株主信用金庫のＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）へ
の取り組みにも合わせ業務推進してまいる所存でおりますので、引き続きご支援ご鞭撻を賜りますようお願い申
しあげます。

※１　よん重＝４０(周年)
令和４年３月

代表取締役会長 矢澤 孝太郎　
代表取締役社長 馬場 英一

現場に密着したサービスと、
創造性のある情報化事業を進めてまいります。

（1）信用金庫およびその関連団体、関連法人に関する業務の電子 
　  計算機等による受託処理ならびに情報の加工、提供

（2）電子計算機等の操作プログラムおよび応用プログラム等（以下
　  「ソフトウェア」という）の開発ならびにその受託・販売

（3）情報処理関連機器およびオフィス・オートメーション機器の開発 
　 ならびに販売・斡旋、賃貸および保守・管理

（4）電子計算機等の操作要員および技術者の派遣
（5）コンピュータ・アウトプット・マイクロフィルムおよびマイクロフィルム 
　 の受託作製ならびにその関連機器の販売・斡旋

（6）前各号にかかわるソフトウェア技術および機器に関する調査研究 
　 ならびにコンサルティング業務

（7）前各号に関する研修およびセミナー等の開催
（8）信用金庫業務に関する帳票、資料および書籍の企画、印刷、加工、 
　 出版およびその販売

（9）前各号に付帯関連する一切の事業

創立総会の様子 左から ● 常務取締役 陶山昇　●代表取締役社長 
秋本喜一（太平信用金庫）　●代表取締役会長 笠原慶太郎（同栄信用金

庫）　●専務取締役 青木三郎（信金東京共同事務センター事業組合）

Purpose | 設立趣意・目的Message |ご挨拶

「昭和57年2月26日創立総会時の定款より抜粋」

40周年に際して 設立趣意 目的

※信用金庫名は就任当時
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設立当初の組織

情報開発部

代表取締役社長

秋本 喜一
（太平信用金庫・理事長）

専務取締役

青木 三郎
（信金東京共同事務センター

事業組合・常務理事）

常務取締役

陶山 昇

COM室

COM課総務課 ソフト開発課業務受託課 営業推進課

代表取締役会長

笠原 慶太郎
（同栄信用金庫・理事長）

Transition  | 会社・組織の変遷 Information  | 現在の会社概要

商号 株式会社　しんきん情報サービス　SHINKIN INFORMATION SERVICE LTD. 略称SIS

本社 〒108-0075　東京都港区港南1丁目8番27号 日新ビル12階 　TEL 03(5462)7081

分室 〒108-0075　東京都港区港南1丁目9番1号 NTT品川TWINSデータ棟6階・7階・10階　TEL 03(3740)1788

資本金 2億円（授権資本金8億円）

設立年月日 昭和５７年（1982年）3月1日

株主 東京・沖縄および関東・甲信越の全信用金庫

ホームページ https://www.shinkin-sis.co.jp

会社概要

現在の組織 代表取締役会長

矢澤  孝太郎
（亀有信用金庫・理事長）

代表取締役社長

馬場 英一

代表取締役専務

飯吉 真

常務取締役

古佐賀 正泰

取締役

小見 和憲

監査部

コンプライアンス室

総務部 業務サービス部システム開発部 しんきんサービスセンター為替集中センター

信金業務サポート事業部

※信用金庫名は就任当時

常勤監査役

宮永雅史
常勤監査役を平成26年(2014年)6月から設置

令和4年(2022年)3月1日

昭和57年(1982年)3月1日

IT関連

●情報処理安全確保支援士（旧情報セキュリティスペシャリスト）
●情報セキュリティ監査人補
●情報セキュリティ監査アソシエイト
●情報システム監査専門内部監査士　　　　　　　　
●応用情報技術者（旧ソフトウェア開発技術者）
●基本情報技術者（旧情報処理２種）
●情報セキュリティマネジメント
●初級シスアド、ＩＴパスポート

1名
1名
8名
1名
3名

13名
19名
30名

ビジネス関連

●社会保険労務士資格試験合格者
●行政書士資格試験合格者
●ファイナンシャルプランナー２級
●ビジネス実務法務検定１級 （ビジネス法務エグゼクティブ®）
●ビジネス実務法務検定２級 （ビジネス法務エキスパート®）
●ビジネス実務法務検定３級 （ビジネス法務リーダー®）

1名
1名
6名
1名
8名

24名

コールセンター
関連

●オペレーションマネジメント
●スーパーバイザー
●オペレーター

1名
6名
3名

資格取得者（2022年3月現在）

●特許登録2件
　・払込票処理システム［ＭＭＫ関連］　 特許第５２５６１３９号
　・払込票受付処理装置［ＭＭＫ関連］　特許第５４１９５７５号
●特許出願中4件　　　　　　　　
　・法人向け払込票処理システム［ＭＭＫ関連］　　　・相関チェック（曜日と日付/複記欄と小計金額）とダブルＯＣＲ［為替関連］
　・法人向け払込票受付処理システム［ＭＭＫ関連］　・ＷｅｂエントリーとＱＲコード付き振込依頼書［為替関連］

特許関連情報（2022年3月現在）

会社が保有する認定等（2022年3月現在）

●プライバシーマーク（一般財団法人日本情報経済社会推進協会）
　登録番号 第１０８２１３１８（０８）号
●警備業法認定（東京都公安委員会） 
　第３００００９９２号
●信用金庫電子決済等代行業者（関東財務局） 
　登録番号 関東財務局長（信金電代）第１号
●電気通信事業者 
　届出番号　А－０９－０２６５０　

決済ビジネス推進部

決済関連事業部



4   SIS 40th Anniversary book SIS 40th Anniversary book   5

設立当初の組織

情報開発部

代表取締役社長

秋本 喜一
（太平信用金庫・理事長）

専務取締役

青木 三郎
（信金東京共同事務センター

事業組合・常務理事）

常務取締役

陶山 昇

COM室

COM課総務課 ソフト開発課業務受託課 営業推進課

代表取締役会長

笠原 慶太郎
（同栄信用金庫・理事長）

Transition  | 会社・組織の変遷 Information  | 現在の会社概要

商号 株式会社　しんきん情報サービス　SHINKIN INFORMATION SERVICE LTD. 略称SIS

本社 〒108-0075　東京都港区港南1丁目8番27号 日新ビル12階 　TEL 03(5462)7081

分室 〒108-0075　東京都港区港南1丁目9番1号 NTT品川TWINSデータ棟6階・7階・10階　TEL 03(3740)1788

資本金 2億円（授権資本金8億円）

設立年月日 昭和５７年（1982年）3月1日

株主 東京・沖縄および関東・甲信越の全信用金庫

ホームページ https://www.shinkin-sis.co.jp

会社概要

現在の組織 代表取締役会長

矢澤  孝太郎
（亀有信用金庫・理事長）

代表取締役社長

馬場 英一

代表取締役専務

飯吉 真

常務取締役

古佐賀 正泰

取締役

小見 和憲

監査部

コンプライアンス室

総務部 業務サービス部システム開発部 しんきんサービスセンター為替集中センター

信金業務サポート事業部

※信用金庫名は就任当時

常勤監査役

宮永雅史
常勤監査役を平成26年(2014年)6月から設置

令和4年(2022年)3月1日

昭和57年(1982年)3月1日

IT関連

●情報処理安全確保支援士（旧情報セキュリティスペシャリスト）
●情報セキュリティ監査人補
●情報セキュリティ監査アソシエイト
●情報システム監査専門内部監査士　　　　　　　　
●応用情報技術者（旧ソフトウェア開発技術者）
●基本情報技術者（旧情報処理２種）
●情報セキュリティマネジメント
●初級シスアド、ＩＴパスポート

1名
1名
8名
1名
3名

13名
19名
30名

ビジネス関連

●社会保険労務士資格試験合格者
●行政書士資格試験合格者
●ファイナンシャルプランナー２級
●ビジネス実務法務検定１級 （ビジネス法務エグゼクティブ®）
●ビジネス実務法務検定２級 （ビジネス法務エキスパート®）
●ビジネス実務法務検定３級 （ビジネス法務リーダー®）

1名
1名
6名
1名
8名

24名

コールセンター
関連

●オペレーションマネジメント
●スーパーバイザー
●オペレーター

1名
6名
3名

資格取得者（2022年3月現在）

●特許登録2件
　・払込票処理システム［ＭＭＫ関連］　 特許第５２５６１３９号
　・払込票受付処理装置［ＭＭＫ関連］　特許第５４１９５７５号
●特許出願中4件　　　　　　　　
　・法人向け払込票処理システム［ＭＭＫ関連］　　　・相関チェック（曜日と日付/複記欄と小計金額）とダブルＯＣＲ［為替関連］
　・法人向け払込票受付処理システム［ＭＭＫ関連］　・ＷｅｂエントリーとＱＲコード付き振込依頼書［為替関連］

特許関連情報（2022年3月現在）

会社が保有する認定等（2022年3月現在）

●プライバシーマーク（一般財団法人日本情報経済社会推進協会）
　登録番号 第１０８２１３１８（０８）号
●警備業法認定（東京都公安委員会） 
　第３００００９９２号
●信用金庫電子決済等代行業者（関東財務局） 
　登録番号 関東財務局長（信金電代）第１号
●電気通信事業者 
　届出番号　А－０９－０２６５０　

決済ビジネス推進部

決済関連事業部
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■売上　（■信金業務サポート事業部　■決済関連事業部）　■当期純利益

※1981年度 昭和56年度（第1期）は3月1日から3月31日までの1か月間　※信用金庫名を記載の役員は非常勤取締役　※信用金庫名は就任当時

グラフは40年間の売上高、当期純利益の推移です。
設立以来お客様に支えられ、
概ね右肩上がりに業績を拡大することができました。
これからもお客様に寄り添ったサービスを提供するよう、
全社一丸となって努めてまいります。

10

20

30

40

50

６０

2

1

3

4

5

6

7

売
上（
億
円
）

当
期
純
利
益（
億
円
）

2事業部制を採用

売上
40億円
達成

売上
30億円
達成

売上
20億円
達成

売上
50億円
達成

10th 20th 30th 40th

年度
(期)

1981
S56
(1)

1982
S57
(2)

1983
S58
(3)

1984
S59
(4)

1985
S60
(5)

1986
S61
(6)

1987
S62
(7)

1988
S63
(8)

1989
H1
(9)

1990
H2

(10)

1991
H3

(11)

1992
H4

(12)

1993
H5

(13)

1994
H6

(14)

1995
H7

(15)

1996
H8 

(16)

1997
H9 

(17)

1998
H10 
(18)

1999
H11 
(19)

2000
H12 
(20)

2001
H13 
(21)

 2002
H14 
(22)

2003
H15 
(23)

2004
H16
(24)

2005
H17
(25)

2006
H18
(26)

2007
H19
(27)

2008
H20
(28)

2009
H21
(29)

2010
H22
(30)

2011
H23
(31)

2012
H24
(32)

2013
H25
(33)

2014
H26
(34)

2015
H27
(35)

2016
H28
(36)

2017
H29
(37)

2018
H30
(38)

2019
R1

(39)

2020
R2

(40)

2021
R3

(41)

会長、社長、常勤役員・監査役

会長 笠原 慶太郎
（同栄信金）

斉藤 
昭雄

山口 泰男
（川口信金）

矢澤 孝太郎
（亀有信金）

社長 秋本 喜一
（太平信金）

豊島 勝治
（太陽信金）

小川 善久
（三浦藤沢信金）

斉藤
昭雄 熊田　靖 馬場　英一

専務 青木 三郎 陶山 昇 佐藤 昇 熊田 靖 東 敏明 馬場
英一 山城 恵司 飯吉 真

常務
陶山 昇 佐藤 昇 熊田 靖 東 敏明 馬場 英一 山城

恵司 飯吉 真

竹川 再行 古佐賀 正泰

取締役
伊藤 繁夫 佐藤 昇 東 敏明 馬場 英一 山城 恵司 飯吉 真 小見 和憲

熊田 靖 宮永 雅史

監査役 古佐賀 正泰 宮永 雅史

（西京信金）

（西京信金）

Growth | 売上・当期純利益推移 Officer | 会長、社長、常勤役員・監査役ご紹介



SIS 40th History | 沿革 当社設立から40年の歩みをご紹介します。
当社の活動を信金業務サポート事業と決済関連事業の２つに分けて、まとめました。
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信
金
業
務
サ
ポ
ー
ト
事
業  

～ 

信
用
金
庫
の
お
役
に
立
つ 

～

・
営
業
開
始

・
創
立
総
会

・
第
１
回
し
ん
き
ん
Ｏ
Ａ
展
開
催

・
第
１
回
定
時
株
主
総
会

・
し
ん
き
ん
経
営
情
報
サ
ー
ビ
ス
（
Ｓ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
）
開
始
（
４
大
証
券
提
携
）

・
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
の
企
業
情
報(

68
万
社)

提
供

・
し
ん
き
ん
経
営
情
報
サ
ー
ビ
ス
（
Ｓ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
）
に
「
店
舗
情
報
」
を
追
加

・
情
報
処
理
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
Ｍ
７
６
０
に
更
改

・
信
用
金
庫
各
店
舗
の
自
動
機
監
視
サ
ー
ビ
ス
開
始

・
警
備
業
認
定
・
資
格
取
得

・
信
用
金
庫
年
金
基
金
シ
ス
テ
ム
オ
ン
ラ
イ
ン
開
始

・
受
託
処
理
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｓ
６
１
０
に
更
改

・
し
ん
き
ん
カ
ー
ド
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
シ
ス
テ
ム(

バ
ン
ク
ｐ
ｏ
ｓ
シ
ス
テ
ム)

開
始

・
分
室
（
大
森
）
事
務
所
を
Ｎ
Ｔ
Ｔ
品
川
Ｔ
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｓ
（
品
川
）
へ
移
転

・
し
ん
き
ん
自
動
集
金
サ
ー
ビ
ス
開
始

・
自
動
機
監
視
サ
ー
ビ
ス
加
入
１
，０
０
０
店
舗
突
破

・
漢
字
Ｃ
Ｏ
Ｍ
作
成
サ
ー
ビ
ス
開
始

・
金
融
情
報
表
示
シ
ス
テ
ム
の
サ
ー
ビ
ス
開
始　
・
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
付
電
話
型
Ｆ
Ｂ
端
末
の
開
発
・
販
売

・
地
域
資
金
決
済
シ
ス
テ
ム
セ
ン
タ
ー
と
の
接
続
開
始

・
Ｅ
Ｂ
サ
ー
ビ
ス
の
信
用
金
庫
支
援
開
始

・
第
６
回
し
ん
き
ん
Ｏ
Ａ
展
開
催(

設
立
10
周
年)

・
新
Ｍ
Ｔ
伝
送
シ
ス
テ
ム
の
サ
ー
ビ
ス
開
始

・
ハ
ガ
キ
方
式
の
シ
ー
リ
ン
グ
開
始

・
情
報
処
理
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
Ｍ
１
６
０
０
に
更
改

・
本
社
（
平
和
島
）
事
務
所
を
日
新
ビ
ル
（
品
川
）
へ
移
転

・
手
形･

小
切
手
発
行
サ
ー
ビ
ス
開
始

・
し
ん
き
ん
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
振
込
サ
ー
ビ
ス
開
始

・
パ
ソ
コ
ン
講
習
会(

ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
版)

開
始

・｢

ア
ン
パ
ン
マ
ン｣

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
取
り
扱
い
開
始　
・
自
動
機
監
視
サ
ー
ビ
ス
加
入
２
，０
０
０
店
舗
突
破　

・
共
同
利
用
型
不
動
産
担
保
評
価
・
管
理
シ
ス
テ
ム
の
サ
ー
ビ
ス
開
始

・
し
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
'97
取
り
扱
い
開
始

・
し
ん
き
ん
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
フ
ェ
ア
'98(

旧
Ｏ
Ａ
展)

開
催

・
Ｎ
ｅ
ｗ
し
ん
き
ん
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
開
始　
・
自
己
査
定
集
計
支
援
シ
ス
テ
ム
取
り
扱
い
開
始　

・
関
東
Ｓ
Ｋ
ネ
ッ
ト
取
り
扱
い
開
始　
・
自
動
機
監
視
サ
ー
ビ
ス
統
合
シ
ス
テ
ム
稼
働
開
始　

・
Ｎ
ｅ
ｗ
し
ん
き
ん
経
営
情
報
サ
ー
ビ
ス(

Ｓ
Ｍ
Ｉ
Ｓ)

開
始　
・
印
鑑
照
会
シ
ス
テ
ム
移
行
支
援
サ
ー
ビ
ス
開
始　

・
営
業
店(

出
張
所
向
け)

デ
ジ
タ
ル
防
犯
録
画
管
理
シ
ス
テ
ム
の
サ
ー
ビ
ス
開
始

・
本
社
事
務
所
の
フ
ロ
ア
移
転
（
８
階
→
12
階
）　
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
西
暦
２
０
０
０
年
問
題
対
応　

・
自
動
機
監
視
サ
ー
ビ
ス
24
時
間
３
６
５
日
体
制
確
立

・
学
校
Ｅ
Ｂ
サ
ー
ビ
ス
開
始　
・
共
同
利
用
型
企
業
信
用
格
付
シ
ス
テ
ム
の
サ
ー
ビ
ス
開
始

・
業
務
ソ
フ
ト･

情
報
シ
ス
テ
ム
展
示
会
開
催

・
月
次
帳
票
等
Ｃ
Ｏ
Ｍ
の
Ｃ
Ｄ-

Ｒ
Ｏ
Ｍ
化
開
始

・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
リ
サ
イ
ク
ル
サ
ー
ビ
ス
開
始

・
自
動
機
監
視
サ
ー
ビ
ス
ユ
ー
ザ
ー
会
開
催

・
第
11
回
し
ん
き
ん
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
フ
ェ
ア
２
０
０
２
開
催(

設
立
20
周
年)

・
Ａ
Ｔ
Ｍ
ト
ー
タ
ル
管
理
サ
ー
ビ
ス
開
始

・
共
同
利
用
型
し
ん
き
ん
為
替
集
中
サ
ー
ビ
ス(

Ｆ
Ａ
Ｘ-

Ｏ
Ｃ
Ｒ)

開
始

・
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
日
次
発
行
サ
ー
ビ
ス
開
始

・
海
外
Ｉ
Ｔ
セ
ミ
ナ
ー(

米
国
／
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー)

開
催

・
企
業
再
生
支
援
シ
ス
テ
ム
の
サ
ー
ビ
ス
開
始

・
Ｉ
Ｃ
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
日
次
発
行
サ
ー
ビ
ス
開
始

・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
マ
ー
ク
認
証
取
得

・
し
ん
き
ん
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
振
り
込
み
サ
ー
ビ
ス
Ａ
Ｓ
Ｐ
シ
ス
テ
ム
開
始

・
新
自
動
機
監
視
シ
ス
テ
ム
稼
動
開
始

・
Ｓ
Ｉ
Ｓ
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
開
設

・
当
社
の
ホ
ス
ト
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
統
合　
・
営
業
推
進
／
シ
ス
テ
ム
開
発
部
門
新
設

・
第
16
回
し
ん
き
ん
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
フ
ェ
ア
開
催
（
設
立
30
周
年
）

・
リ
ス
ク
管
理
態
勢
説
明
会
開
催

・
共
同
利
用
型
し
ん
き
ん
為
替
集
中
サ
ー
ビ
ス
（
ス
キ
ャ
ナ
版
）
開
始

・
共
同
調
製
Ｗ
ｅ
ｂ
シ
ョ
ッ
プ
「
し
ん
き
んS-m

art.com

」
開
設

・
共
同
利
用
型
相
続
事
務
手
続
支
援
サ
ー
ビ
ス
開
始

・
信
金
業
務
サ
ポ
ー
ト
事
業
部
を
設
置

・
し
ん
き
ん
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
サ
ー
ビ
ス
開
始

・
Ｉ
Ｔ
関
連
等
の
資
格
取
得
者
延
べ
１
０
０
名
突
破

・
Ｓ
Ｉ
Ｓ
役
員
向
け
海
外
Ｉ
Ｔ
セ
ミ
ナ
ー
（
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
デ
ン
マ
ー
ク
）
開
催

・
Ｉ
Ｔ
関
連
等
の
資
格
取
得
者
延
べ
１
５
０
名
突
破

・
共
同
利
用
型
諸
届
支
援
サ
ー
ビ
ス
開
始

・
社
内
組
織
に
Ｓ
Ｉ
Ｓ
情
報
・
シ
ス
テ
ム
防
衛
室
を
設
置

・
信
用
金
庫
電
子
決
済
等
代
行
業
の
登
録

・
新
し
ん
き
ん
為
替
集
中
Ｂ
Ｐ
Ｏ
サ
ー
ビ
ス
開
始

西暦 1981 1982 1984 1985 1986 1987 1988 1989 1990 1991 1993 1995 1996 1997 1998 1999     2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021

年度 和暦 S56 S57 S59 S60 S61 S62 S63 S64/H1 H2 H3 H5 H7 H8 H9 H10 H11    H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31/R1 R2 R3

周年          10th        20th            30th          40th

決
済
関
連
事
業  

～ 

他
業
界
か
ら
の
継
続
的
な
収
益 

～

・
Ｍ
Ｍ
Ｋ(

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
キ
オ
ス
ク)

支
援
サ
ー
ビ
ス
開
始

・
し
ん
き
ん
コ
ン
ビ
ニ
収
納
サ
ー
ビ
ス
開
始

・
Ｎｅｗ
Ｄａｙ
ｓ
へ
Ｍ
Ｍ
Ｋ
端
末
を
展
開

・
Ｍ
Ｍ
Ｋ
Ｐ
Ｏ
Ｓ
端
末
（
一
体
型
）
開
始

・
首
都
高
速
道
路
の
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
へ
Ｍ
Ｍ
Ｋ
展
開

・
公
共
料
金
窓
口
収
納
サ
ー
ビ
ス(

し
ん
き
ん
窓
口
収
納
サ
ー
ビ
ス)

開
始

・
Ｎｅｗ
Ｄａｙ
ｓ
の
Ｐ
Ｏ
Ｓ
レ
ジ
化

・
Ｍ
Ｍ
Ｋ
設
置
店
１
，０
０
０
店
舗
突
破

・
Ｍ
Ｍ
Ｋ
端
末
信
用
金
庫
版
の
Ｔ
Ｍ
連
動
開
始

・
し
ん
き
ん
リ
ア
ル
タ
イ
ム
口
座
振
替
サ
ー
ビ
ス
開
始

・
イ
オ
ン
へ
Ｍ
Ｍ
Ｋ
端
末
を
展
開

・
し
ん
き
ん
窓
口
収
納
サ
ー
ビ
ス
の
「
国
民
年
金
保
険
料
」
収
納
開
始

・
Ｍ
Ｍ
Ｋ
設
置
店
３
，０
０
０
店
舗
突
破

・
Ｍ
Ｍ
Ｋ
設
置
店
の
全
国
47
都
道
府
県
、
５
，０
０
０
店
舗
突
破

・
Ｍ
Ｍ
Ｋ
設
置
店
７
，０
０
０
店
舗
突
破

・
Ｆ
Ｉ
Ｔ
２
０
１
７
に
窓
口
収
納
サ
ー
ビ
ス
初
出
展

・
決
済
関
連
事
業
部
を
設
置　
・
Ｍ
Ｍ
Ｋ
設
置
店
６
，０
０
０
店
舗
突
破

・
Ｍ
Ｍ
Ｋ
設
置
店
８
，０
０
０
店
舗
突
破

・
中
国
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
社
会
（
上
海
）
視
察

・
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
事
業
者
と
の
連
携

・
信
用
金
庫
業
界
初
の
ス
マ
ホ
決
済
ア
プ
リ
「
し
ん
き
ん
Ｐ
ａ
ｙ
Ｂ
」
提
供

・
公
共
料
金
等
の
窓
口
収
納
サ
ー
ビ
ス(

金
融
版)

５
０
０
店
舗
突
破　

・
公
共
料
金
等
の
窓
口
収
納
サ
ー
ビ
ス
で
年
間
決
済
金
額
２
，０
０
０
億
円
超
達
成

・
Ｍ
Ｍ
Ｋ
設
置
店
９
，０
０
０
店
舗
突
破

・
Ｍ
Ｍ
Ｋ
設
置
店
１
０
，０
０
０
店
舗
突
破

● 公共料金等の収納状況の推移（令和4年３月末予測）

16,000 3,200

15,000 3,000

14,000 2,800

13,000 2,600

12,000 2,400

11,000 2,200

10,000 2,000

9,000 1,800

8,000 1,600

7,000 1,400

6,000 1,200

5,000 1,000

4,000 800

3,000 600

2,000 400

1,000 200

0 0

平成28年度 平成2９年度 平成３０年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度

5,882店

7,037店

8,434店 8,640店

約10,030店
9,558店

1,2221,222万件万件
1,1451,145億円億円

1,5121,512万件万件
1,4681,468億円億円

1,7851,785万件万件
1,7851,785億円億円

2,0892,089万件万件
2,0802,080億円億円

2,4612,461万件万件
2,3822,382億円億円

約約2,8502,850万件万件
約約2,7502,750億円億円

店
舗
数
（
店
）

件
数
（
万
件
）

予測
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■会長　■社長　■専務　■常務　■取締役　■監査役■会長　■社長　■専務　■常務　■取締役　■監査役

氏名 信用金庫名

1
9
8
2

1
9
8
3

1
9
8
4

1
9
8
5

1
9
8
6

1
9
8
7

1
9
8
8

1
9
8
9

1
9
9
0

1
9
9
1

1
9
9
2

1
9
9
3

1
9
9
4

1
9
9
5

1
9
9
6

1
9
9
7

1
9
9
8

1
9
9
9

2
0
0
0

2
0
0
1

2
0
0
2

昭和
57 58 59 60 61 62 63 平成

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 1４

役
付
役
員
・
常
勤
役
員

笠 原  慶 太 郎 同栄

秋 本  喜 一 太平

豊 島  勝 治 太陽

青 木  三 郎 信金東京共同事務
センター事業組合

陶 山  昇

伊 藤  繁 夫 　

竹 川  再 行 　

佐 藤  昇 　

熊 田  靖 　

東  敏 明 　

非
常
勤
役
員

河 合  順 之 助 宇都宮

星  一 城東

山 口  豊 雄 長野

平 井  金 吾 石岡

山 口  勇 朝日

東京三協

中 嶋  榮 治 多摩中央

石 橋  金 蔵 小岩

木 倉  和 一 郎 両総

鈴 木  英 男 帝都

中 村  忠 興産

門 倉  傳 造 東調布

清 水  好 二 郎 神田

道 廣  榮 渋谷

増 山  作 次 郎 桐生

笹 尾  弘 平塚

長 久 保  定 良 東調布

川 野  安 道 江戸川

金 井  彌 壽 郎 新潟

村 上  鎬 助 埼玉縣

小 池  要 永楽

氏名 信用金庫名

1
9
8
2

1
9
8
3

1
9
8
4

1
9
8
5

1
9
8
6

1
9
8
7

1
9
8
8

1
9
8
9

1
9
9
0

1
9
9
1

1
9
9
2

1
9
9
3

1
9
9
4

1
9
9
5

1
9
9
6

1
9
9
7

1
9
9
8

1
9
9
9

2
0
0
0

2
0
0
1

2
0
0
2

昭和
57 58 59 60 61 62 63 平成

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 1４

非
常
勤
役
員

蓜 島  正 次 市川東葛

山 口  和 男 港

小 川  惠 也 小田原

矢 澤  洪 三 亀有

石 井  傅 一 郎 東京産業

茂 木  勇 西京

竹 本  浩 横浜

奈 良  米 夫 帝都

宮 﨑  廣 郎 成田

武 田  千 明 長野

山 口  桂 司 高崎

大 里  庄 治 郎 銚子

横 塚  彰 彦 小松川

高 木  二 三 男 新発田

笠 原  慶 彰 同栄

長 野  幸 彦 朝日

大 前  孝 治 王子

白 石  英 夫 木更津

木 暮  哲 哉 伊勢崎太田

宮 坂  久 臣 諏訪

川 﨑  文 夫 平成

石 原  哲 夫 芝

小 森  哲 佐原

杉 野  良 介 三条

小 川  善 久 三浦藤沢

和 光  泰 山梨

小 野 澤  幸 雄 日興

中 澤  靖 東京東

上 川 名  清 次 郎 東京

安 田  裕 信 埼玉縣

束 原  民 範 烏山

93

3 3

3

3

3

3

4

10

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

4

（2022年3月現在）(注)１.非常勤役員は就任順に掲載　２.信用金庫名は就任時　３.就退任月は特に記述がない限り６月の株主総会を基準とする。ただし1982年は3月、それ以外の場合は表中に就退任月を記す。

Officer  | 歴代役員ご紹介（1982~2002） 当社設立から40年間の歴代役員をご紹介いたします。

3

5

5

5
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■会長　■社長　■専務　■常務　■取締役　■監査役■会長　■社長　■専務　■常務　■取締役　■監査役
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センター事業組合

陶 山  昇

伊 藤  繁 夫 　

竹 川  再 行 　

佐 藤  昇 　

熊 田  靖 　

東  敏 明 　

非
常
勤
役
員

河 合  順 之 助 宇都宮

星  一 城東

山 口  豊 雄 長野

平 井  金 吾 石岡

山 口  勇 朝日

東京三協

中 嶋  榮 治 多摩中央

石 橋  金 蔵 小岩

木 倉  和 一 郎 両総

鈴 木  英 男 帝都

中 村  忠 興産

門 倉  傳 造 東調布

清 水  好 二 郎 神田

道 廣  榮 渋谷

増 山  作 次 郎 桐生

笹 尾  弘 平塚

長 久 保  定 良 東調布

川 野  安 道 江戸川

金 井  彌 壽 郎 新潟

村 上  鎬 助 埼玉縣

小 池  要 永楽
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9
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9
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9
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9
9
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2
0
0
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2
0
0
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2
0
0
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昭和
57 58 59 60 61 62 63 平成

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 1４

非
常
勤
役
員

蓜 島  正 次 市川東葛

山 口  和 男 港

小 川  惠 也 小田原

矢 澤  洪 三 亀有

石 井  傅 一 郎 東京産業

茂 木  勇 西京

竹 本  浩 横浜

奈 良  米 夫 帝都

宮 﨑  廣 郎 成田

武 田  千 明 長野

山 口  桂 司 高崎

大 里  庄 治 郎 銚子

横 塚  彰 彦 小松川

高 木  二 三 男 新発田

笠 原  慶 彰 同栄

長 野  幸 彦 朝日

大 前  孝 治 王子

白 石  英 夫 木更津

木 暮  哲 哉 伊勢崎太田

宮 坂  久 臣 諏訪

川 﨑  文 夫 平成

石 原  哲 夫 芝

小 森  哲 佐原

杉 野  良 介 三条

小 川  善 久 三浦藤沢

和 光  泰 山梨

小 野 澤  幸 雄 日興

中 澤  靖 東京東

上 川 名  清 次 郎 東京

安 田  裕 信 埼玉縣

束 原  民 範 烏山

93

3 3

3

3

3

3

4

10

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

4

（2022年3月現在）(注)１.非常勤役員は就任順に掲載　２.信用金庫名は就任時　３.就退任月は特に記述がない限り６月の株主総会を基準とする。ただし1982年は3月、それ以外の場合は表中に就退任月を記す。

Officer  | 歴代役員ご紹介（1982~2002） 当社設立から40年間の歴代役員をご紹介いたします。

3

5

5

5
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氏名 信用金庫名

2
0
0
3

2
0
0
4

2
0
0
5

2
0
0
6

2
0
0
7

2
0
0
8

2
0
0
9

2
0
1
0

2
0
1
1

2
0
1
2

2
0
1
3

2
0
1
4

2
0
1
5

2
0
1
6

2
0
1
7

2
0
1
8

2
0
1
9

2
0
2
0

2
0
2
1

2
0
2
2

平成
15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 令和

1 2 3 4

役
付
役
員
・
常
勤
役
員

豊 島  勝 治 太陽

小 川  善 久 三浦藤沢

斉 藤  昭 雄 西京

山 口  泰 男 川口

矢 澤  孝 太 郎 亀有

佐 藤  昇 　

熊 田  靖 　

東  敏 明 　

馬 場  英 一 　

山 城  恵 司 　

飯 吉  真 　

古 佐 賀  正 泰 　

宮 永  雅 史 　

小 見  和 憲 　

非
常
勤
役
員

長 久 保  定 良 東調布

矢 澤  洪 三 亀有

大 前  孝 治 王子

宮 坂  久 臣 諏訪

石 原  哲 夫 芝

小 森  哲 佐原

杉 野  良 介 三条

和 光  泰 山梨

小 野 澤  幸 雄 日興

中 澤  靖 東京東

上 川 名  清 次 郎 東京

安 田  裕 信 埼玉縣

束 原  民 範 烏山

鈴 木  弘 昭 太平

渡 辺  信 吉 結城

石 田  武 さがみ

井 上  映 治 足立成和

西 澤  章 夫 長野

3

1

4

5

5

9

5

5

5

5

3

4 5 7

5

氏名 信用金庫名

2
0
0
3

2
0
0
4

2
0
0
5

2
0
0
6

2
0
0
7

2
0
0
8

2
0
0
9

2
0
1
0

2
0
1
1

2
0
1
2

2
0
1
3

2
0
1
4

2
0
1
5

2
0
1
6

2
0
1
7

2
0
1
8

2
0
1
9

2
0
2
0

2
0
2
1

2
0
2
2

平成
15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 令和

1 2 3 4

非
常
勤
役
員

塚 原  和 郎 朝日

森 田  昇 青梅

渡 部  栄 一 結城

大 石  二 郎 東京

佐 藤  浩 二 多摩

長 谷 川  圭 志 東京東

木 村  啓 三 飯能

神 保  和 彦 昭和

髙 橋  英 美 高崎

横 山  昇 一 しののめ

小 林  一 雄 朝日

斎 藤  寿 臣 横浜

前 川  秀 樹 興産

木 村  浩 佐野

田 中  鈴 生 松本

伊 谷  啓 千葉

七 久 保  一 郎 鹿沼相互

原  徹 爾 長野

坂 田  忠 男 桐生

澁 谷  哲 一 東京東

平 松  廣 司 かながわ

阿 部  隆 新潟

坂 本  力 甲府

加 藤 木  克 興産

落 合  寛 司 西武

塙  由 博 水戸

安 田  格 埼玉縣

大 前  孝 太 郎 城北

橋 本  宏 朝日

矢 部  甲 子 目黒

土 屋  武 司 足立成和

4

7

8

5

Officer  | 歴代役員ご紹介（2003~2022）

■会長　■社長　■専務　■常務　■取締役　■監査役

（注）１.非常勤役員は就任順に掲載　２.信用金庫名は就任時　３.就退任月は特に記述がない限り６月の株主総会を基準とする。それ以外の場合は表中に就退任月を記す。

（2022年3月現在）

当社設立から40年間の歴代役員をご紹介いたします。

■会長　■社長　■専務　■常務　■取締役　■監査役
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Officer  | 歴代役員ご紹介（2003~2022）

■会長　■社長　■専務　■常務　■取締役　■監査役

（注）１.非常勤役員は就任順に掲載　２.信用金庫名は就任時　３.就退任月は特に記述がない限り６月の株主総会を基準とする。それ以外の場合は表中に就退任月を記す。

（2022年3月現在）

当社設立から40年間の歴代役員をご紹介いたします。

■会長　■社長　■専務　■常務　■取締役　■監査役
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信金業務サポート事業部では、信用金庫の収益力強化・事務省力化・顧客
満足度（ＣＳ）向上・従業員満足度（ＥＳ）向上に資するシステム・サービスを
適時適切に提供し、あらゆる場面でお役に立てるよう信用金庫に寄り添った
サポートを目指してまいります。

信金業務サポート事業
～信用金庫のお役に立つ～

決済関連事業
～他業界からの継続的な収益～
決済関連事業部では、業界内外に関わらず決済ニーズに応える収納代行会社とし
て、口座振替をはじめ各種決済サービスを推進し、窓口収納サービスの収納先企
業の利用拡大に努めています。また、信用金庫への資金決済口座を誘導していく
とともに、ＳＩＳが収納先企業と信用金庫を橋渡しすることで、資金決済事業のイノ
ベーションを目指してまいります。

公共料金等の窓口収納サービスは、大手コンビニ同様払込票での収納を、当社
が開発したＭＭＫ端末(バーコード収納端末)を設置することで取り扱い可能とす
るサービスです。設置店は駅コンビニはじめ、大手スーパー等の他、信用金庫や
信用組合も導入しており、加盟店数は全国１０，０００店舗に上ります。

公共料金等の窓口収納サービス

MMK設置店一覧 ▶サービス紹介 ▶

Business Outline  | 事業紹介
私たちは時代の潮流に見合った事業のあり方を考え続けてきました。
そうして培った物的財産・知的財産・人的財産を武器に、バックオフィス業務、信用金庫の情報化、効率化はもちろん、
多様化するニーズに応えるオールラウンドなサポートを行っていきます。

東京、関東、甲信越、沖縄地区の信用金庫を網羅するＡＴＭ監視センターによ
り、ＡＴＭ稼働状況の監視、遠隔での障害復旧操作や警備、保守会社への出動
要請を実施します。
また、高度に教育されたオペレーターにより顧客からのクレーム、問い合わせ、
誘導等を信用金庫に代わって対応します。

自動機監視サービス

信用金庫のお客様が記入した振込依頼書を営業店のＴＭ端末または専用パソ
コンに接続したイメージスキャナーから「しんきん為替集中センター」へイメー
ジ送信することで、しんきん共同センターまたは自営信用金庫ホスト宛に為替
電文を即時発信するサービスです。

新 しんきん為替集中サービス

・しんきんコミュニケーションフェア（SCOM）
・業務ソフト、情報システム展示会
・しんきん情報研究会
・自動機監視サービスユーザー会
・リスク管理態勢説明会
・重要業務の外部委託先現地視察会
・SIS役員向け海外ITセミナー/SIS海外ITセミナー

情報発信事業 サービス紹介 ▶

信用金庫の取引先企業の販売代金や会費等の各種料金を全国コンビニで効率
的に代金を回収するサービスです。

しんきんコンビニ収納サービス

MMK設置店はSISホームページで確認ができます
https://www.shinkin-sis.co.jp/mmk/

「しんきんＰａｙＢ」とは、スマートフォンのアプリケーションを利用し、公共料金等の
払込票のバーコードを読み取ることで、金融機関やコンビニに行かなくても、いつ
でも口座振替によりお支払いできるお客様向けの決済アプリケーションです。

スマホ決済アプリ「しんきんＰａｙＢ」

◀PayBのご紹介

主要業務 主要業務

SCOM2018（第19回しんきんコミュニケーションフェア平成30年開催）

＜利用可能なコンビニ・スマートフォンアプリ＞

＜MMK設置店＞
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